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通算 872号 2019年 6月12日発行 

第59期 中央代議員会を開催しました 

第59期中央代議員会を、5月25日（土）に松本キャンパスで開催しました。第58期の活動報告があり、

主なものは次の通りです。 

1. 非常勤職員の無期雇用転換制度の申請状況調査 

平成30年4月1日から非常勤職員の無期転換申請が始まり、各部局の人事担当責任者に対して8月末時点

での申請状況のアンケート調査を行いました。権利が発生しているにもかかわらず、申請を行っていない

非常勤職員が多数いることがわかりました。 

2. 団体交渉 

ア. 平成 30 年度人事院勧告 法人は、これまで同様概ね人事院勧告通りの給与改定を実施。信州大学の

給与水準が同規模他大学より低いことから組合は引き上げを要求したが、法人は認めず。 

イ. 非常勤職員の待遇改善および新年俸制 非常勤職員の待遇改善については、来年4月施行の同一労働

同一賃金に向けてWTを立ち上げ予定。新年俸制は全学に対する説明会で説明予定。 

3. 即位日等休日法への対応に関する申し入れ 

即位日等休日法により休日となったことにより、日給制非常勤職員の給与が減額とならないための措置を

要求したが、法人は3日間の有給休暇付与で対応。この対応では給与減額となりうるが、法人は譲らず。 

 

第58期の取り組みを引き継ぎ、第59期では以下の
事項について取り組んでいきます。 

1. 非常勤職員の待遇改善 

2. 常勤教職員の賃上げ要求 

3. チェックオフ制度の導入 

4. 養育を必要とする子供のいる職員に対する勤務制度 

5. 産前休暇の延長 

6. 非常勤職員の特別休暇（忌引、結婚、病気、看護および介護休暇、夏季休暇） 

7. 労働協約の見直し 

8. 地域手当支給割合の是正 

9. 支部の統合等の検討 

 

お知らせ 

チェックオフ制度導入および組合活動の円滑な継続を目的として、規約改定を行うことについて是非を問

う投票を近日中に行います。 
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中央執行委員長 就任挨拶 

第59期信州大学教職員組合 

中央執行委員長 

渡辺 真志 

 
本年度、信州大学教職員組合の執行委員長を務めさせて頂くことになりました。組合の活動については経

験、知識、理解、いずれも不十分であり、執行委員長としての責務を果たせるか甚だ心配ではありますが、組合

員の皆様に教えて頂きながら努力は致しますので宜しくお願いします。 

信州大学はキャンパスが分散しているため、他キャンパスの教職員との交流がやや困難なように感じてお

ります。私自身は繊維学部（上田キャンパス）の所属なので、他の部局の教職員がどのような問題を抱えている

のか、これまで良く知りませんでした。また、組合の中央執行委員会でどのような活動をしているかも、どこか

遠い所での話のような気がしておりました。先日の中央代議員会で、全学的に共通の問題（非常勤職員の特別休

暇の問題など）や複数の部局で共通の問題（技術職員の組織体制の問題など）があることを、ある程度理解しま

した。その一方で、特定の部局に特有の問題や、雇用形態の違いに起因してごく少数の人達だけが抱えている問

題があることも知りました。大学当局と交渉しても直ぐには解決できそうにない問題も多いように思いますが、

具体的にどのような問題が存在し、教職員がどれくらい困っているかを、組合側から大学当局に粘り強く伝えて

行くことは、解決へ向けて必要なことであると思います。同時に、各組合員が感じている問題を、組合員から中

央執行委員会の方へ伝えることも大事だと思いますので、その辺りがスムーズに出来るような仕組みや雰囲気を

作ることも必要かなと思っております。これから一年間、宜しくお願いします。 

 

 

即位日等休日法に関する非常勤職員の特別休暇措置について 

詳細はそくほう８６６号、８７１号に記載のとおり、法人は即位日等休日法の対応として非常勤職員に特別休暇

３日間を与えたのみです。大変残念ではありますが、非常勤職員の皆様におかれましては、もう一度４月１７日

付の通知をご確認の上、特別に付与された最大３日分の特別有給休暇を年度内に消化できるよう、お気をつけく

ださい。また、なにかお気づきのことがございましたら、組合までお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘れないで！ 


